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2021年 10月 3日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑬) 

聖書箇所：雅歌 7章 1～10節 

タイトル：「高貴な人の娘よ」 

 

 きょうは、雅歌 7章から学びます。花嫁が花婿を見付けると、花婿は何事もなかったかの

ように花嫁を受け入れ、花嫁の美しさを再び称賛しました。そして自分の車に乗せて二人だ

けの親密な交わりを持つことができる場へと連れて行きました。その時でした。エルサレム

の娘たちの声が聞こえてきました。「帰りなさい、帰りなさい」。もう帰りたくない、このま

まずっと花婿との二人だけの時間を過ごしたいと思っていた花嫁でしたが、エルサレムの

娘たちも花嫁の姿を見ることを切に願ったのです。今回はその続きです。 

 

 Ⅰ．高貴な人の娘(1a) 

 

 まず、1 節をご覧ください。1 節をお読みします。「なんと美しいことか。高貴な人の娘

よ、サンダルをはいたあなたの足は。あなたのももの丸みは飾りのようで、名人の手のわざ

だ。」 

 

 これは花婿のことばです。花婿のことばが 9節まで続きます。ここで花婿は花嫁の美しさ

を絶賛しています。文字通り彼女のつま先から頭のてっぺんまでその美しさを絶賛してい

るのです。よく読んでいくと顔を赤らめてしまうような表現が続きますが、このところを読

んでいくと、花婿がどれほど花嫁を愛しているかがわかります。それは同時にイエス様が私

たちをどれほど愛しておられるかということでもあります。なぜなら、この花婿とは主イエ

スのこと、そして花嫁とは私たち教会のことを指しているからです。 

 

 いったい花嫁のどこがそんなに美しいのでしょうか。ここには「高貴な人の娘よ、サンダ

ルをはいたあなたの足は。」とあります。花婿は花嫁のことを「高貴な人の娘よ」と呼んで

います。しかし、この花嫁は決して高貴な出の娘ではありませんでした。1章 6節をご覧く

ださい。彼女は農家の娘であったことが紹介されていました。ただの農家の娘であったとい

うだけでなく、家では使用人のようにこき使われていたのです。ここには「あなたがたは私

を見ないでください。私は日に焼けて、浅黒いのです。母の息子たちが私に怒りを燃やし、

私を彼らのぶどう畑の番人にしたのです。」とあります。彼女は兄弟たちが怒りを燃やし、

彼らのぶどう畑の番人にしたので、彼女の肌は日に焼けて、浅黒くなったと嘆いています。

彼女はそのことでコンプレックスを持っていました。しかし、花婿はそんな彼女に目を留め

て花嫁とし、王家に迎え入れてくれました。それゆえ彼女は、「私は黒いけれども美しい。」

と宣言することができたわけです。卑しい娘が、高貴な娘としての立場を与えていただいた

のです。それで、高貴な人の娘よ、と呼ばれるようになりました。 
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 それは私たちも同じです。私たちもかつては罪過と罪との中に死んでいた者ですが、キリ

ストを信じ、キリストと結び合わされたことによって、神の子と呼ばれるようになりました。

高貴な人の娘よ、と呼ばれるようになったのです。ガラテヤ人への手紙 3章 26節には、「あ

なたがたはみな、信仰により、キリスト・イエスにあって神の子どもです。」とあります。

人間の親子でさえ、子どもという身分のゆえに親から様々な祝福を受けることが出来ます。

子どもであるというだけでその家の鍵が与えられ、家の中のものは何でも自由に使うこと

さえできるわけです。 

 

私が結婚したばかりの頃、アメリカの妻の実家に行ってみて驚いたのは、冷蔵庫が大きい

ことです。しかも製氷機付きです。中には日本では飲んだことがないようなジュースがたく

さんあるではありませんか。その頃はバブル期で日本の円が高く、円に換算するとものすご

く安いのです。「ああ、飲みたいなぁ」と思っても、人の家の冷蔵庫を開けるのは失礼だと

思いずっと我慢していましたが、でも飲みたくなってある時妻に「冷蔵庫からジュースを飲

んでもいいかな」と言ったら「もちろん、いいよ」というので「それじゃ」と言って恐る恐

る冷蔵庫を開けて飲んだのです。あとで妻の両親から「だれだ、冷蔵庫の中のジュースを勝

手に飲んだのは」と怒られるのではないかとビクビクしていましたが、だれも何も言いませ

んでした。なぜ？私は家族の一員になったからです。家族の一員なったので冷蔵庫を開けて

何を飲んでも文句を言われないのです。 

 

ましてや、私たちは人間の家族ではなく神の家族に迎え入れられ、神の子どもとされまし

た。この天地万物を創造された方の子どもになるということは、神の御住まいである天の御

国を受け継ぐ者となったということです。これらすべては神の恵みです。それは私たちの行

いによって勝ち得たものではありません。神様が一方的にイエス・キリストを通して与えて

くださったものです。それゆえに、私たちも「高貴な娘よ」と呼んでいただける身分、立場

とされたのです。そのことをしっかりと覚えておきたいと思います。 

 

 ところで、この「高貴な」という言葉ですが、これはヘブル語では「ナディーブ」と言い

ます。意味は「積極的である」とか「自発的である」、「寛大である」、「気高い」です。です

から、新共同訳ではこれを「気高いおとめよ」と訳しています。気高いとは、道徳的に優れ

ているとか、人格的に優れている、王家のような高い身分であることを指しています。です

から、口語訳では「女王のような娘よ」と訳しています。 

 

それはイエス様のような人のことです。イエス様は王の王、主の主であられる方なのに、

決して傲慢ではありませんでした。イエス様は神の御姿であられる方なのに、神としてのあ

り方を捨てることができないとは考えないで、ご自分を空しくし、しもべの姿をとり、人間
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と同じようになられました。そればかりか、自らを低くして、死にまで従い、実に十字架の

死にまでも従われました。王の王、主の主であられる方が、しもべの中のしもべになられた

のです。これこそ高貴な人です。真に高貴な人とは、ただ自分の家柄や身分を自慢するので

はなく、イエス様のようにへりくだって、しもべなる人のことです。そのような人こそ神の

子としてふさわしい気高い人なのです。私たちは高貴な人の娘としてふさわしい人になれ

るように求めていきたいと思います。 

 

Ⅱ．人を喜ばせる愛よ(1b-9) 

 

次に、1節後半から 9節までをご覧ください。ここには、この花嫁の美しさが具体的に語

られています。まず 1節の後半をご覧ください。ここには「なんと美しいことか。高貴な人

の娘よ、サンダルをはいたあなたの足は。あなたのももの丸みは飾りのようで、名人の手の

わざだ。」とあります。 

 

まず、花嫁の足です。花嫁の美しさの一つは、サンダルをはいた足でした。サンダルをは

いているとはどういうことでしょうか。シンデレラのようなかかとの高い透き通ったサン

ダルでも履いていたのでしょうか。そういうことではありません。サンダルをはいたとは、

彼女が高貴な人の娘であったということを表しています。当時、貧しい人はサンダルをはき

ませんでした。裸足だったのです。しかし、彼女はサンダルをはいていました。それだけ高

貴な人であったということです。 

 

 次は「ももの丸みです」です。ここには「あなたのももの丸みは飾りのようで、名人の手

のわざだ」とあります。何ですか、「ももの丸み」とは。新改訳聖書第三版には「丸みを帯

びたもも」と訳しています。創造主訳聖書では「まろすやかなもも」と訳しています。これ

はまろやかなもものことです。ももはももでも果物の桃ではなく、足からもものつけ根まで

の部分を指しています。その部分が一番まろやかなのです。人間のももと鳥のももを比べる

のはどうかとも思いますが、鶏肉で一番おいしいのは「もも」の部分です。引き締まってい

て、旨味とコクが感じられます。脂肪分が多く、調理した時にジューシーに仕上がるのが特

徴です。ですから、からあげや照り焼きなどに使われるのはこの「もも肉」なのです。 

 

それは名人の手のわざです。名人の手で作り上げられた飾りのようであるということで

す。いわば職人技であるということです。まろやかなももが職人技であるというのはすごい

ですね。実はこれは私たちにも言えることで、私たちは神の職人技による作品なのです。エ

ペソ 2章 10節には「実に、私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリスト・

イエスにあって造られたのです。」とあります。 

私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリスト・イエスにあって造られまし
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た。クリスチャンを見れば、誰が造ったのかは一目瞭然です。それは神の芸術作品なのです

から。名人の手で作られた飾りようなものなのです。 

 

 さらに、2 節には「ほぞは丸い杯。混ぜ合わせたぶどう酒は尽きない。腹は小麦色の山。

ゆりの花で囲まれている。」とあります。 

 何ですか、「ほぞ」とは？皆さん、聞いたことがありますか。これは「おへそ」のことで

す。「おへそ」を美的に表現したのが「ほぞ」です。「おへそ」は俗語です。これは雅歌です

から、雅の歌です。上品で、精錬された歌なので、「へそ」と言わず「ほぞ」と言っている

のです。私たちもこれからは上品に言いましょう。「ほぞ」。 

 

それは杯のように丸い形になっていました。丸い杯とは、丸く見事な形をしているという

ことです。でべそではありません。ですから、混ぜ合わせたぶどう酒は尽きないのです。も

しへそが出ていたらぶどう酒を注ぐことができません。しかし、花嫁のおへそは丸い杯のよ

うに見事な形をしていたので、ぶどう酒を注ぐことができました。それは祝福が溢れている

状態を象徴しています。詩篇 23篇 5節には「私の杯はあふれています。」とあるのはそのこ

とです。最近はおへそにピアスを付けている人もいますが、そんなことをしなくてもこの花

嫁もおへそは祝福に溢れた魅力的なものでした。 

 

では、お腹はどうでしょうか。「腹は小麦色の山。ゆりの花で囲まれている」とあります。

小麦色の山とは健康的で、血色が良いという意味です。よく小麦色の肌といってその美しさ

を表現することがあります。 

しかもそれがゆりの花に囲まれています。ゆりの花というと白色を思い浮かべるかと思

いますが、これは赤色です。アネモネとかチューリップなど野原を真っ赤に染める花でした。

それは若々しく健康的であるということです。 

ですから、腹はゆりの花で囲まれた小麦色の山のようであるというのは、山のようにお腹

がポッコリと出ているということではなく、そのように血色が良く、健康的なお腹であると

いうことです。その真ん中にあるのがおへそです。ほぞです。そこがぶどう酒の杯に溢れて

いるのです。そこから喜びがあふれています。これは何のことかというと、ヨハネの福音書

7章 37～39節のことを表しています。 

「さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立ち上がり、大きな声で言われた。「だ

れでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。わたしを信じる者は、聖書が言っ

ているとおり、その人の心の奥底から、生ける水の川が流れ出るようになります。」イエス

は、ご自分を信じる者が受けることになる御霊について、こう言われたのである。イエスは

まだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ下っていなかったのである。」 

 イエス様は「だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。」と言われまし

た。私を信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の心の奥底から、生ける水の川が流



5 

 

れ出るようになります。この「その人の心の奥底から」という言葉は、欄外の注釈には直訳

「腹から」となっています。イエス様のもとに来て飲むなら、その人の腹から、生ける水の

川が流れ出るようになるのです。これは、ご自分を信じる者が受けることになる御霊につい

て言われたのですが、それは腹から流れでるようになるのです。まさにお腹の中心にあるほ

ぞから混ぜ合わせたぶどう酒が溢れるということです。そのような喜びと祝福の生ける水

の川が流れ出るのです。 

 

 あなたのほぞはどうですか。生ける水の川が流れていますか。混ぜ合わせたぶどう酒が溢

れているでしょうか。もうカラカラで何もないという状態ではないでしょうか。イエス様の

もとに来て飲むなら、イエス様を信じるなら、あなたの心の奥底から生ける水の川が流れ出

るようになります。 

 

 3節をご覧ください。「二つの乳房は、二匹の子鹿、双子のかもしかのようだ。」ここでは

花嫁の乳房を絶賛しています。この表現は 4章 5節にもありました。「乳房」は祝福と恵み

の象徴です。それが二匹の小鹿、双子のかもしかにたとえられているのは、それが若々しく、

跳びはねるような、張りのあるもので、しかも、バランスがとれていることを表しています。

とてもきれいな乳房であるということです。ここでは肉体的な乳房の美しさよりも、霊的に

そうであるということです。つまり、花嫁の心が若々しく、みずみずしく、張りがあって、

跳びはねるように魅力的であるということです。 

 

あなたの心はどうでしょうか。精神的、霊的にアップダウンしていませんか。あなたが花

婿であるキリストにあるなら、あなたも双子のかもしかのように若々しく、瑞々しく、跳び

はねるような、しかもバランスのとれた心となります。 

 

4節をご覧ください。今度は首と目と鼻です。「首は象牙のやぐらのようで、目は、バテ・

ラビムの門のそばのヘシュボンの池。鼻は、ダマスコの方を見張るレバノンのやぐらのよう

だ。」 

すごい表現ですね。象牙のやぐらとか、バテ・ラビムの門のそばのヘシュボンの池とか、

ダマスコの方を見張るレバノンのやぐらのようと言われてもピンときません。象牙のやぐ

らとは、なめらかで白いことを表しています。それが「やぐら」のようにスラっとしている

ということです。花嫁の首はそのように美しい首でした。京都の舞子さんのようです。 

バデ・ラビムの門のそばのヘシュボンの池のような目ですが、「ヘシュボン」とは、巻末

の地図を見ていただくとわかりますが、エルサレムから東にヨルダン川を渡って約 60㎞の

ところにあります。死海の北東に位置しています。ここはかつてモアブの首都でした。です

から、一国の首都であったような立派な町だったのです。その門です。「どんなもんだい」

という声が聞こえてきそうです。それはバテ・ラビムと呼ばれる門でした。そこには大勢の
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人たちが集まりました。その近くにあったのがヘシュボンの池です。それは、特に澄んだ池

でしたが、そのヘシュボンの池のように澄んだ目であるということです。その澄んだ目を見

ただけで引き付けられるような魅力的な目でした。 

 

鼻はどうですか。ここには「鼻は、ダマスコの方を見張るレバノンのやぐらのようだ。」

とあります。すごい比喩ですね。ダマスコの方を見張るレバノンのやぐらです。レバノンに

ついては 4章 8節でも説明しましたが、そこには北からアマナの頂、セニルの頂、ヘルモン

の頂と、山脈が南北に連なっています。レバノン山脈と呼ばれています。全長は 150㎞にも

及びます。そのレバノン山脈にあるやぐらからダマスコの方を見張るようなスラっとした

高い鼻であるということです。 

 

5 節をご覧ください。今度は頭です。「頭はカルメル山のようにそびえ、髪の毛は紫の羊

毛のよう。王はそのふさふさした髪のとりこになった。」 

カルメル山で有名なのは、神の預言者エリヤが、バアルとアシェラの預言者たちと対決し

た場所です。それがこのカルメル山でした。しかし、もともとの意味は「実り豊かな地」で

す。そこは実り豊かな美しい地でした。それは髪の毛に表れていました。「髪の毛は紫の羊

毛のよう。王はそのふさふさとした髪のとりこになった。」すなわち、羊毛のようにふさふ

さしているということです。それだけ豊かであるということ、それだけゴージャスであると

いうことです。 

 

ただふさふさしているというだけではありません。ここにはその髪の色が紫色であると

言われています。どうしたのでしょうか。これまでは「ギルアデの山を下るやぎの群れのよ

うだ」と、その黒髪が称賛されていました。しかし、ここでは紫になっています。あの美し

い黒髪を紫色に染めたのでしょうか。ある注解によると、光に当たって紫色に見えたのでは

ないかと説明してありますが、そういうことではありません。ここで強調しているのは「紫

色」です。それは高貴な色です。それは王家の気高さを表現しているのです。つまり、1節

には「高貴な人の娘よ」とありましたが、彼女は王家に嫁いだことで、王家の一員、ロイヤ

ルファミリーに迎え入れられたということを表現しているのです。それが花嫁の立場です。

感謝ですね。 

私たちもイエス様に出会って、イエス様を信じたことで、イエス様と一つに結ばれました。

王の王、主の主である神の家族の一員とされました。私たちの髪の毛も紫色になっています。

ふさふさとしています。このことを忘れないようにしたいです。 

 

次に、6節をご覧ください。「ああ、人を喜ばせる愛よ。あなたはなんと美しく、麗しいこ

とよ。」 

ここで花婿は花嫁を、「人を喜ばせる愛よ」と呼んでいます。愛を擬人化しているのです。
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英語で愛する人のことを「my love」と呼ぶことがあります。私の愛する人よ、という意味

です。ですから「人を喜ばせる愛よ」というのは、「私を喜ばせる 愛する人よ」というこ

とです。 

 

聖書には、神は愛なり、とあります。その神が私たちのことを「愛よ」と呼んでいるので

す。それほどまでに私たちは神に愛されているのです。イザヤ書 43章 4節には「わたしの

目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。」とあります。最近、教会の

看板に書かれてある聖書のことばで一番多いのはこのことばです。一昔前まではマタイ 11

章 28節のみことばでした。「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさ

い。わたしがあなたがたを休ませてあげます。」しかし、今は違います。今一番多いのはこ

のことばです。今の時代を反映しているのでしょうか。みんな愛に飢えています。みんな愛

を求めています。その愛はどこにあるのでしょうか。ここにあります。神は愛です。この神

がイエス・キリストをお与えになったほどにあなたを愛してくださいました。ここに神の愛

があるのです。この愛を信じる者、キリストの花嫁に対して主は「私の愛する人よ」と呼び

掛けてくださるのです。 

 

7節をご覧ください。ここには「あなたの背たけはなつめ椰子の木のよう、乳房はその実

の房のようだ。」とあります。 

「なつめ椰子の木」は、へブル語で「タマル」と言います。「美しい」という意味があり

ます。ですから、ここで花婿は花嫁の背たけをなつめ椰子の木にたとえて、美しいと言って

いるのです。ファッションモデルのようにスラッとしていたのかもしれません。私はどうみ

てもずんぐりむっくりで・・という方がおられますか。がっかりしないでください。あなた

の花婿はあなたを見てこのように言ってくださるのですから。 

 

また乳房はその実の房のようです。新改訳改訂第３版では「あなたの乳房はぶどうのふさ

のようだ。」とありますが、正確にはこの新改訳 2017の訳のように「その実の房のようだ」

となっています。なつめ椰子の実は「デーツ」として有名ですが、その実の房のようだとい

うのです。皆さんは、デーツの実の房を見たことがありますか。ネットで調べてみるとぶど

うの房のように、あるいはバナナの房のようになります。でももっと大きいのです。まさに

ふさふさしています。ですから、ここで花婿は、花嫁の乳房を見て、なつめ椰子の木の実の

房のように豊かであると言っているのです。 

 

8節をご覧ください。「私は言った。「なつめ椰子の木に登り、その枝をつかみたい。あな

たの乳房はぶどうの房のようであれ。息の香りはりんごのようであれ。」どういうことでし

ょうか。 

「その枝をつかみたい」とは、そのなつめ椰子の実の房をつかみたいということです。そ
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れは先ほど申し上げたように、ぶどうやバナナよりももっと大きな房になります。それをつ

かんでかぶりつきたいと言っているのです。これは乳房のことですから、乳房をつかみ取り

たいとか、かぶりつきたいというのは性的描写のことです。聖書にこのような描写があると

びっくりしますが、これはあくまでも夫婦の間の性生活のことですから、それはむしろすば

らしいことです。それをつかみ取りと思うほど魅力的であるということですから。だから、

ここに「あなたの乳房はぶどうの房のようであれ」とあるのです。なつめ椰子の実の房のよ

うであれと言われているのです。 

 

また、「息の香りはりんごのようであれ」と言われています。このりんごについても 2章

3 節や 2 章 5 節にもありましたが、それは甘い香りを放ちます。それは花婿の香り、イエ

ス・キリストの香りでもあります。花嫁の息の香りがそのような香りであればいいのにとい

うのです。 

 

そして 9節には口づけのことが記されてあります。「あなたの口は最良のぶどう酒のよう

であれ。」そのぶどう酒は、私の愛する方に滑らかに流れ、眠っている者たちの唇に流れる。」 

時々妻に「あなたはきょう何を食べましたか」と言われることがあります。口が臭いとい

うのです。何を食べたかって、ラーメンとか、カレーライスとか、そういうものを食べた後

は口が臭くなります。しかし、花嫁の息の香りはりんごのようです。花嫁との口づけは、最

良のぶどう酒のように、なめらかで甘く、眠っている花婿の唇を開かせます。もう何から何

まで魅力的です。花婿と結ばれた花嫁の姿は、花婿の心を完全に満たすのです。 

 

これがキリストの花嫁である私たちの姿です。それは花婿の心を魅了するほどの美しさ

です。それは花嫁である私たちが花婿と結ばれ、一つになり、高貴な人の娘とされたからで

す。私たちは取るに足りない卑しい者ですが、花婿に愛され、高貴な人の娘としていただい

たものとして、ますますキリストの心を魅了するような者となりたいと思います。 

 

Ⅲ．あの方は私を恋い慕う(10) 

 

最後に、10 節を見て終わりたいと思います。これまでは花婿が花嫁の美しさを絶賛して

いましたが、ここから 8 章 4 節まで花嫁のことばが続きます。その最初のことばがこれで

す。「私は、私の愛する方のもの。あの方は私を恋い慕う。」 

 

これまで花婿は花嫁の美しさを絶賛してきましたが、何といっても花嫁の一番の美しさ

は、その心でした。ここで彼女は「私は、私の愛する方のもの。あの方は私を恋い慕う。」

と告白しています。 

「私は、私の愛する方のもの。」という告白は、これで 3回目になります。最初の告白は、
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2章 16節にありました。「私の愛する方は私のもの。私はあの方のもの。あの方はゆりの花

の間で群れを飼っています。」 

「私の愛する方は私のもの」という告白は、「あなたは私のもの」という所有の意味が強

く表現されていました。花嫁にとって花婿は自分の楽しみであり、花嫁は自分の視点からし

か花婿の愛を捉えることができませんでした。どういう事かと言うと、自分の人生の中に神

様の祝福を加えようとする、自分の視点で神様の恵みを利用している愛です。神様、こうし

てください。神様、私はこれが必要です。これはいりませんと、祝福や問題ばかりに目がい

き、それを解決してほしいがためのイエス様です。まだ自分が中心にいます。 

 

ところが、前回見たように 6章 3節の段階では、その愛に成長が見られました。「私の愛

する方は私のもの。私はあの方のもの。あの方はゆりの花の間で群れを飼っています。」 

ここでは順序が逆になっています。「私の愛する方は私のもの」よりも、「私の愛する方は

私のもの。私はあの方のもの。」と告白できるようになりました。つまり、自分より花婿が

中心で、自分はその次なのだと自覚するようになったのです。自己中心的な愛から、献身的

な愛へと変えられたのです。神様のみこころが中心で、その中で生きるように変えられまし

た。あなたのご計画の中で私を祝福してくださいと、自分が中心ではなく、みことばが中心

となり、その上で自分の生活を整えていくようになったのです。これは大きな成長です。自

分を献げることができるようになったのですから。 

 

しかし、ここではそれだけではありません。ここで花嫁は、「私は、私の愛する方のもの。

あの方は私を恋い慕う。」と告白しています。 

ここで花嫁は、自分が完全に花婿のものであるというだけでなく、「あの方は私を恋い慕

う」と、自分が花婿の関心の的であると告白しているのです。もう何をしても、何が起こっ

ても怖くありません。イエス様が必ず守ってくださいますから。つまり、平安の中で完全に

憩っている状態です。イエス様が私に対して必ず良いことをしてくださるという確信があ

るのです。ただイエス様が共におられ、自分をつかんでいてくだされば、それで十分なので

す。イエス様にすべてを完全にゆだねているのです。そこまでレベルアップしました。 

 

あなたは今、どの段階にいますか？あなたの愛が成長する秘訣は、礼拝です。ワーシップ

です。私たちに対するイエス様の愛を知れば知るほど、イエス様に対する愛は成熟していき

ます。あなたは高貴な人の娘と呼ばれるようになりました。それが、花嫁のアイデンティテ

ィーです。イエス様は、あなたをこよなく愛してくださいました。その愛を知れば知るほど、

あなたは安心してすべてを主に献げることができるようになるのです。「私は、私の愛する

方のもの。あの方は私を恋い慕う。」と、私たちも告白する者でありたいと思います。 


